
  

学校番号 １０５ 

 

平成３１年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「日本史Ｂ 新訂版」（実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

＊歴史資料に親しみ、歴史という時間軸を感じる。 

＊過去の歴史的事実を正確に理解し、日本の現在と未来のあり方を考える。 

２ 学習の到達目標 

＊日本の歴史の展開を、地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させる。 

＊各時代の特色とその変遷を考察し、日本の文化と伝統の特色についての認識を深めさせる。 

＊歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日本の歴史の展開､

文化と伝統の特色

について関心を持

ち、歴史的思考力を

培って国際社会に

主体的に生きるこ

とに課題意識を持

って、意欲的に追及

している。 

日本の歴史の展開､文

化と伝統の特色につ

いての諸課題を歴史

的観点から考察し、国

際社会の変化を踏ま

え公正に判断して、そ

の過程や結果を適切

に表現している。 

 

日本の歴史の展開、

文化と伝統の特色

に関する文献、絵

画、地図などの歴史

資料を収集し、有用

な情報を選択して、

読み取ったり活用

したりしている。 

 

日本の歴史の展開、

文化と伝統の特色

についての基本的

な事柄を地理的条

件や世界の歴史と

関連付けながら理

解し、その知識を身

に付けている。 

 

評
価
方
法 

＊定期試験・小テストでは、おもに知識・理解の評価をはかり、授業における活動（主題学習を 

含む）や例示した課題などで、関心・意欲、思考・判断、資料活用の技術の評価を行う。 

 その際、上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定に 

 まとめる。 

＊このシラバスは、あくまで予定を示したもので、状況により時間配分や課題・発表などを変更 

することがある。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価 

方法 
a b c d 

１ 

学 

期 

原 

始 

・

 

古 

代 

・日本文化のあけ

ぼの 

・水稲農業の開始

と社会生活の進

展 

・東アジア文化の影 

 響と律令制度の 

 成立 

・摂関政治と国風 

 文化 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:旧石器･縄文･弥生時代の人々の生活や文

化、ヤマト政権による統一→律令国家の

形成→平安時代にかけての社会の変化や

人々の生活･文化に対する関心を高め、意

欲的に探究しようとしている。 

b:旧石器･縄文･弥生時代の人々の生活や文

化、ヤマト政権による統一→律令国家の

形成→平安時代にかけての社会の変化や

人々の生活･文化について、多面的・多角

的に考察し、その過程や結果を適切に表

現している。 

c:旧石器･縄文･弥生時代の人々の生活や文

化、ヤマト政権による統一→律令国家の

形成→平安時代にかけての社会の変化や

人々の生活･文化に関する必要な諸資料

を収集し、有用な情報を選択して、読み

取ったり活用したりしている。 

d:旧石器･縄文･弥生時代の人々の生活や文

化、ヤマト政権による統一→律令国家の

形成→平安時代にかけての社会の変化や

人々の生活･文化について、地理的条件や

世界の歴史と関連付けながら理解し、そ

の知識を身に付けている。 

小テスト 

定期考査 

ワークシート

等 

中 
 

 
 

世 
・中世社会の成立 

 と文化の新機運 

 

○ ○ ○ ○ a:荘園制と武士の台頭、院政･平氏政権から

鎌倉幕府の成立･発展･衰退にかけての社

会の変化や人々の生活、それぞれの時代

の文化の特色について関心を高め、意欲

的に追究しようとしている。 

b:荘園制と武士の台頭、院政･平氏政権から

鎌倉幕府の成立･発展･衰退にかけての社

会の変化や人々の生活、それぞれの時代

の文化の特色について、多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適切に表現

している。 

c:必要な諸資料を収集し､有用な情報を選

択して､読み取ったり活用したりしてい

る。 

d:荘園制と武士の台頭、院政･平氏政権から

鎌倉幕府の成立･発展･衰退にかけての社

会の変化や人々の生活、それぞれの時代

の文化の特色について理解し、その知識

を身に付けている。 

小テスト 

定期考査 

ワークシート

等 



２ 

学 

期 

中 
 

 
 

世 

・武家社会の展開

と室町文化 

○ ○ ○ ○ a:建武の新政･室町幕府･南北朝の動乱から

戦国時代にかけての社会の変化や人々の

生活、それぞれの時代の文化の特色につ

いて関心を高め、意欲的に追究しようと

している。 

b:建武の新政･室町幕府･南北朝の動乱から

戦国時代にかけての社会の変化や人々の

生活、それぞれの時代の文化の特色につ

いて、多面的・多角的に考察し、その過

程や結果を適切に表現している。 

c: 建武の新政･室町幕府･南北朝の動乱か

ら戦国時代にかけての社会の変化や人々

の生活、それぞれの時代の文化の特色に

ついて、必要な諸資料を収集し､有用な情

報を選択して､読み取ったり活用したり

している。 

d:建武の新政･室町幕府･南北朝の動乱から

戦国時代にかけての社会の変化や人々の

生活、それぞれの時代の文化の特色につ

いて理解し、その知識を身に付けている。 

小テスト 

定期考査 

ワークシート

等 

近 
 

 
 

世 

・幕藩体制の展開

と近世の文化 

・幕藩体制の動揺

と文化の成熟 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

a:織豊政権から幕藩体制の確立、文治政治

への転換から幕政改革の断行に至る社会

の変化や支配構造、それぞれの時代の文

化の特色などについて、関心を高め、意

欲的に追究しようとしている。 

b:織豊政権から幕藩体制の確立、文治政治

への転換から幕政改革の断行に至る社会

の変化や支配構造、それぞれの時代の文

化の特色などについて、多面的・多角的

に考察し、その過程や結果を適切に表現

している。 

c:織豊政権から幕藩体制の確立、文治政治

への転換から幕政改革の断行に至る社会

の変化や支配構造、それぞれの時代の文

化の特色などに関する必要な諸資料を収

集し､有用な情報を選択して､読み取った

り活用したりしている。 

d:織豊政権から幕藩体制の確立、文治政治

への転換から幕政改革の断行に至る社会

の変化や支配構造、それぞれの時代の文

化の特色などについて理解し、その知識

を身に付けている。 

小テスト 

定期考査 

ワークシート

等 



 

※  表中の観点について   ａ:関心･意欲･態度    ｂ :思考･判断･表現 

                      ｃ :資料活用の技能       ｄ :知識･理解 

※ 原則として一つの単元(題材)で全ての観点について評価することとなるが、学習内容(小 

    単元)の各項目において重点的に評価を行う観点(もしくは重み付けを行う観点)につい 

     て○を付けている。 

２ 

学 

期 

近 

・

 

現 

代 

・近代への転換 

 

・近代国家の形成 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:幕藩体制の崩壊から中央集権的国家体制

の成立に至る過程、さらに立憲政治の成

立から日露戦争後までの近代国家の展開

過程について、関心を高め、意欲的に追

究しようとしている。 

b:幕藩体制の崩壊から中央集権的国家体制

の成立に至る過程、さらに立憲政治の成

立から日露戦争後までの近代国家の展開

過程について、多面的・多角的に考察し、

その過程や結果を適切に表現している。 

c:必要な諸資料を収集し､有用な情報を選

択して､読み取ったり活用したりしてい

る。 

d:幕藩体制の崩壊から中央集権的国家体制

の成立に至る過程、さらに立憲政治の成

立から日露戦争後までの近代国家の展開

過程について理解し、その知識を身に付

けている。 

小テスト 

定期考査 

ワークシート

等 

３ 

学 

期 

近 

・

 

現 

代 

・両大戦間の日本

と市民文化 

・十五年戦争と日

本 

・現代の日本と新し

い文化 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:第一次世界大戦から十五年戦争に至る過

程の政治･経済･社会の動向や戦後日本の

歩みと世界情勢の推移、及び冷戦後の日

本と世界に対する関心を高め、意欲的に

追究しようとしている。 

b:第一次世界大戦から十五年戦争に至る過

程の政治･経済･社会の動向や、戦後日本

の歩みと世界情勢の推移、及び冷戦後の

日本と世界について多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を適切に表現して

いる。 

c:第一次世界大戦から十五年戦争に至る過

程の政治･経済･社会の動向や、戦後日本

の歩みと世界情勢の推移、及び冷戦後の

日本と世界に関する必要な諸資料を収集

し、有用な情報を選択して、読み取った

り活用したりしている。 

d:第一次世界大戦から十五年戦争に至る過

程の政治･経済･社会の動向や、戦後日本

の歩みと世界情勢の推移、及び冷戦後の

日本と世界に対するについて理解し、そ

の知識を身に付けている。 

小テスト 

定期考査 

ワークシート

等 


